
新・生物多様性国家戦略策定後の自然再生に関連する動き 

 

 

・平成１４年 ３月   新・生物多様性国家戦略策定 

・ ３つの方向「保全の強化」「自然再生」「持続的な利用」の１つ 

・ ７つの主要テーマの１つ 

 

・平成１４年度予算  自然再生事業関係予算の創設等 

・ 釧路湿原（国土交通省、環境省） 

・ くぬぎ山（国土交通省、環境省） 等 

 

・平成１４年１２月   自然再生推進法が成立（平成１５年１月１日施行） 

 

・平成１５年 ４月   自然再生基本方針の策定 

 

・平成１５年 ７月   法に基づく初めての自然再生協議会設立 

                荒川太郎右衛門地区自然再生協議会 

                  →H18.10 末までに１９協議会 

 

・平成１６年 ３月   法に基づく初めての自然再生全体構想策定 

                荒川太郎右衛門地区自然再生協議会 

                  →H18.10 末までに１１全体構想 

 

・平成１７年 ３月   法に基づく初めての自然再生事業実施計画策定 

                樫原湿原地区自然再生協議会 

                  →H18.10 末までに７実施計画 

 

・平成１８年 １月   新・生物多様性国家戦略第３回点検(H17 年度) 

                各省による自然再生事業１５５箇所 
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自然再生推進法の概要 
NPO を始めとする多様な主体の参画と創意による地域主導の新たな形の事業－自然再生事業－を推進 

 
 
 

連絡調整 

実施者① 
(○○省) 

実施者② 
(△△町) 

実施者③ 
(NPO) 

呼びかけ・立ち上げ 

作成 

実施者が作成 

実施者（行政機関・ＮＰＯ等） 

自然再生協議会 

全 体 構 想 

実
施
計
画
① 

 
実
施
計
画
② 

 

実
施
計
画
③ 

 

自然再生事業の実施 

地元団体等による維持管理 
モニタリングの実施／事業への反映 

○地域住民・NPO・専門家・土地所有者等など 

○行政：関係地方公共団体/関係行政機関 

参加 

助言 

地域の取組 

自然再生を総合的に推進するための基本方針……政府が策定 
（環境大臣が、農林水産大臣及び国土交通大臣と協議して案

を作成し、閣議決定） 
～概ね５年ごとに見直し～ 

自然再生基本方針 

 
【政府は関係行政機関(環境省・農水省・国交省・文科省)で

構成する自然再生推進会議を設置】 
送付 

意見 意見聴取 

主務大臣及び都道府県知事 

自然再生専門家会議 
専門家数：１２人 

分野：森林植物学、動物学、  

海洋学、保全生態学等 

全体的な方向性 
・対象区域   ・目標 
・事業概要   ・役割分担 

基本方針の概要 
○自然再生事業の考え方   ○協議会の組織・運営 
・代償措置ではないこと   ・幅広く、公平な参加の機会 
・地域の多様な主体の参加  ・専門家の確保 
・科学的知見に基づく実施  ・公正かつ適正な運営 
・順応的な進め方      ・客観的、科学的な議論のための体制 
・自然環境学習の推進     ○全体構想、実施計画の内容  など 

◆ 自然再生の基本的な考え方を示し、その手順を定めるもの 
・ 地域の自主的な取組によるボトムアップ 
・ 多様な主体の参画によるオープンな進め方 
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成
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年
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１
月

２
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現
在

協
議

会
名

位
置

事
務

局
設

置
日

概
　

要
構

成
員

数
全

体
構

想
策

定
日

実
施

計
画

送
付

日
（
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施
者

）

河
川

1
荒

川
太

郎
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衛
門

た
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う
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も
ん

地
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自
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再
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玉
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国
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省
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1
5
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燥
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進

む
旧
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に
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い
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環
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全
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7
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.3
1
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1
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8
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湿
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2
釧

路
湿
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自

然
再

生
協

議
会

北
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環
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H
1
5
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1
.1

5
流

域
か

ら
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土
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流
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等
に

よ
り

乾
燥

化
が

進
む

釧
路

湿
原

の
再

生
を

検
討

。
1
1
8
名

H
1
7
.3

.3
1

H
1
8
.8

.9
　

H
1
8
.8

.1
4

(環
境

省
、

釧
路

開
発

建
設

部
ほ

か
)

河
川

3
巴と

も
え

川
流

域
麻

機
あ

さ
は

た

遊
水

地
自

然
再

生
協

議
会

静
岡

県
静

岡
県

、
静

岡
市

H
1
6
.1

.2
9

洪
水

防
止

対
策

と
し

て
造

成
さ

れ
た

麻
機

遊
水

地
に

お
い

て
元

の
麻

機
沼

に
お

け
る

植
物

の
回

復
等

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
を

検
討

。
5
1
名

－
－

森
林

4
多

摩
川

源
流

自
然

再
生

協
議

会
山

梨
県

小
菅

村
、

多
摩

川
源

流
研

究
所

H
1
6
.3

.5
山

梨
県

小
菅

村
全

域
に

お
い

て
森

林
や

河
川

景
観

等
の

再
生

を
検

討
。

3
8
名

－
－

里
山

5
神

於
山

こ
う

の
や

ま

保
全

活
用

推
進

協
議

会
大

阪
府

岸
和

田
市

H
1
6
.5

.2
5

竹
林

の
侵

入
が

進
む

神
於

山
に

お
い

て
ク

ヌ
ギ

・
コ

ナ
ラ

を
中

心
と

す
る

落
葉

樹
林

帯
や

カ
シ

・
シ

イ
を

中
心

と
す

る
常

緑
樹

林
帯

の
再

生
を

検
討

。
3
9
名

H
1
6
.1

0
.2

1
H

1
7
.6

.1
(大

阪
府

、
神

於
山

保
全

く
ら

ぶ
)

河
川

6
や

ん
ば

る
河

川
・
海

岸
自

然
再

生
協

議
会

沖
縄

県
沖

縄
開

発
局

、
沖

縄
県

ほ
か

H
1
6
.6

.2
6

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

ア
ユ

を
呼

び
戻

す
た

め
沖

縄
本

島
北

部
地

域
に

お
い

て
河

川
・
海

岸
の

自
然

再
生

を
検

討
。

6
6
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－
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湿
原

7
樫

原
か

し
ば

る

湿
原

地
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自
然

再
生

協
議

会
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賀
県

佐
賀

県
H

1
6
.7

.4
特

定
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物
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や
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物
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自
然

遷
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の
進

行
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よ
り

悪
化

し
て

い
る

湿
地

環
境

を
良

好
な

状
態

へ
と

再
生

す
る

こ
と

を
検

討
。

4
2
名

H
1
7
.1

.2
6

H
1
7
.3

.3
1

(佐
賀

県
)

干
潟

8
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野
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ふ
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が
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河
口

域
・
干

潟
自

然
再

生
協

議
会

山
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県
山

口
県

、
山

口
市

H
1
6
.8

.1
椹

野
川

河
口

干
潟

等
の

自
然

環
境

を
再

生
し

維
持

し
て

い
く
こ

と
を

検
討

。
5
7
名

H
1
7
.3

.3
1

－

河
川

9
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ヶ
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田
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・
沖

宿
お
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ゅ
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崎
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再
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会
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県
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1
6
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岸
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検
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。
6
9
名

H
1
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山

1
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自
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H
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議
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8
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利
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が
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多
様

な
河

川
環

境
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5
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－
－

干
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4

蒲
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が
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干
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7
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9
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類
な

ど
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渡
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鳥
の

飛
来

地
で

あ
り

、
ま

た
底

生
動

物
の

宝
庫

で
あ

る
貴

重
な

干
潟

環
境

の
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全
・
再

生
を

検
討

。
2
6
名

－
－

森
林

1
5

森
吉

山
麓

高
原

自
然

再
生

協
議

会
秋

田
県

秋
田

県
H

1
7
.7

.1
9

か
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て
草

地
と

し
て

開
発

さ
れ

た
森

吉
山

麓
高

原
を

広
葉

樹
林

に
再
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し

、
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辺
の

自
然

環
境

と
共

に
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全
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く
こ

と
を

検
討

。
2
2
名

H
1
8
.3

.3
1

－

サ
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ゴ
1
6

竹
ヶ

島
海
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園
自

然
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生
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議
会
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島

県
海
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町

H
1
7
.9
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こ

と
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3
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名
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1
8
.3
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1
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原
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蘇
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協
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－

サ
ン

ゴ
1
8

石
西
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縄
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岸
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－

　
自

然
再

生
推

進
法

に
基

づ
く
自

然
再

生
協

議
会

の
設

置
状

況
（
全

国
）
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５
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来
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９
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す
。
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全体構想策定から実施計画策定までの期間

４９６日（３件）
５０１日（２件）

神於山
こうのやま

保全活用推進協議会 ２２３日

樫原
かしばる

湿原地区自然再生協議会 ６１日

釧路湿原自然再生協議会（５件）

構成員規模別

1～30人

31～60
人

61～90
人

121人～
150人

91～
120人

６件

２件

９件

１件
１件

事務局構成主体別

国公的機関と
民間団体※

地方
自治体

国と地方
自治体

※民間団体
・多摩川源流研究所
・リュウキュウアユを蘇生
　させる会
・サロベツ・エコ・
　ネットワーク
・蒲生を守る会
・日本野鳥の会宮城県
　支部

８件
２件

５件 ４件

協議会設置から全体構想策定までの期間別

3～6ヶ月

6～9ヶ月

1年3ヶ月
～1年半

1年～
1年3ヶ月

9ヶ月～
1年

５件

２件

２件

２件

（全１１件）

生態系別

森林

草原

里山

湿原
河川

干潟

サンゴ

４件５件

３件

２件 ２件

２件

１件
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